
         シンポジウム  

一線を越えた生命操作  

  ～新型コロナワクチン・ゲノム編集食品・RNA 農薬～ 

 
私たち人類は、これまで自然の仕組み利用して予防接種、品種改良、害虫駆除などを行ってきまし

た。しかし、最近、バイオテクノロジーの発達により、人為的に生命の根本を操作することが可能とな

ってきました。 

 新型コロナワクチンも人工的に作ったメッセンジャーRNA や DNA を筋肉注射で人間の細胞に注入し、

細胞内でコロナウイルスの抗原蛋白質を作り、抗体を誘発させています。この方法は人間の遺伝子操

作に当たり、従来、規制のある遺伝子治療でしか行われてこなかったものです。それを規制もないまま

一般の人に、しかも広範に応用しています。また、この春ゲノム編集技術により GABA 成分が多いトマ

トの苗が無償配布されることになりました。これも遺伝子操作であるにもかかわらず、環境影響評価

も食の安全審査もないまま、一般の食品と同じ扱いで流通させるという、一線を越えたものです。さら

に動物についてもゲノム編集技術により遺伝子改変する研究開発が進められ、すでに肉厚魚の承認が

近づいています。これも安全か証明されていません。 

 今年 3 月に発表された農林水産省の「みどりの食料システム戦略」にはゲノム編集技術や RNA 農薬

が取り込まれ、2050 年までに農林水産業のＣＯ２排出ゼロの実現や化学農薬・化学肥料の削減、有機農

業の面積拡大などの方向を打ち出しています。急遽策定し、国際的に体裁を整えたものでしかなく、日

本の農業現場を無視したこのような戦略が将来的に見て持続可能な農業に繋がるとは思えません。 

 

 環境変化による自然界の遺伝子変異での動植物の安全性は、複雑な生命システムの中で何百年もの

時間をかけて生物が対応してきたものですが、遺伝子操作技術による変異での安全性は、複雑な生命

システムのほんの一部の科学技術的知見だけで安全性を保証している過ぎず、何世代にもわたる安全

性の検証を実証しているわけではありません。  

 一線を越えた生命操作に対して今私たちは自然との共生の中で将来を見据えた人間同士の繋がりを

通して何をすべきなのか、何を大切にすべきなのか、将来の子どもたちのため真剣に考えなければな

らない時代にいます。皆さんと一緒に考えてみたいと思います。 

 ユーチューブでも発信しますので、多くの方に見ていただけたら幸いです。 

 

                     記 

 

日時：2021 年 6 月 13 日（日）13 時 30 分～16 時  開場 13 時 

テーマ：一線を越えた生命操作 ～新型コロナワクチン・ゲノム編集食品・RNA 農薬～ 
 

講師：天笠啓祐 （DNA 問題研究会会員、市民バイオテクノロジー情報室代表） 
 

場所：東京都江戸東京博物館 会議室〒130-0015 東京都墨田区横網 1-4-1 JR 総武線両国駅徒歩 5 分 

   アクセス： http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/information/access/ 

定員：当日先着順 60 名 （コロナ感染予防の 3 密を避けるため定員最大 60 名としました） 

参加費：500 円 

主催：ＤＮＡ問題研究会 ホープページ https://dnamondaiken.wixsite.com/mysite-3 

共催：ゲノム問題検討会議 ホームページ https://www.gnomeke06.net/ 

連絡先：神野玲子 E-mail：jreikochan@yahoo.co.jp 

 

コロナウイルス感染状況によって中止の場合はホームページに掲載いたします。 

当日、体調の優れない場合はご遠慮ください。3 密を避け、マスク、消毒等自己管理お願いします。 

また、施設管理元の要請により参加者の連絡先確認が必要であり、当日ご記入了承願います。 


